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Summary;Weanalyzedthetime-serieschangeofbamboostandexpansionthroughaperiodof30years

usingaerialphotographsfrom 1971,1983,1990,2001andGIS(GeographicInformationSystem)in

UchiyamaandKusumiinTakaokaTowninMiyazakiPrefectureinol･dertoobtaininformationonthe

time-serieschangeofbamboostandexpansionandrelated environmentalsitefactors,especiallyin

country-sideforestsinsouthernKyushuisland.Weselectedtwoareasbasedonthedifferenceofthe

managementofbamboostand.Furthermorewestudiedtb.erelationshipbetweenbamboostandexpansion

andtheinnuenceofenvironmentalsitefactorsinstandsthatexpandedwithinthelトyearperiodfrom

1990to2001.ExpansionwasclearinUchiyama.Boththeareaandthequantityofbamboostandsin

Uchiyamaincreasedthroughtheinvestigatedperiod. Theareaafter30yearswassixtimesandthe

quantitywasthreetimesthevalueof1971. 0ntheotherhand,bamboostandexpansionwasnot

observedinKusumiexceptforthe12yearsbetween1971and1983.Theseresultssuggestthatbamboo

standexpansionwasinfluencedbythedifferenceofthemanagementofbamboostand.NotonlytheaP-1

Pearancebutalsothedisappearanceofbamboostandwasobservedthroughoutthe30yearsinbothareas･

A relationshipbetweenbamboostandexpansionandtheinfluenceofenvironmentalsitefactorswere

observedonlylntermsOfthedirectionofslopeinUchiyama,butwerenotmadeforinKusumi andon
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緒 言

近年,西日本の各地,とりわけ里山地帯では竹

林が栽培地周辺の森林内に侵入拡大する現象がよ

くみられるようになってきた (奥富 1994;室井

1995;田端 1997).本論文ではこの現象を竹林拡

大と呼ぶ.竹林拡大は竹材利用やタケノコ生産の

減少による管理放棄,林業不振による森林施業の

放棄あるいは森林所有者の高齢化などによると推

定され,森林資源の劣化を引き起こし,更には生

物多様性の低下や景観の劣化をもたらす可能性が

指摘されている (鳥居 1998).

このような状況の中,従来の食材,工芸品材料

及び土木資材などとしての利用に加えて竹炭,竹

離液,竹繊維などの新しい利用の試みや研究開発

が各地の地方公共団体や民間企業において最近盛

んになってきている (林野庁2003;全国林業改良

普及協会 2003b;北川 2003).また,竹の駆除

などによる拡大防止試験やボランティアによる竹

林整備並びに高品質タケノコ生産に向けた取り組

みもみられる (荒井他 2003,全国林業改良普及

協会 2003a).一方,多いとはいえないが,近年,

竹林拡大の様相や要因に関する研究も行われるよ

うになってきた (鳥居,井鷺 1997;鳥居 1998;

常岡,醇 1998;大野他 1999;日比野 ･林 2000;

鳥居,増測 2002).

筆者らは竹や竹林の有効利用が竹林拡大防止に

は効果的かつ根本的なものであり,そのような観

点からの取り組みが重要であるが,竹林拡大とは

どのような現象なのか,それはどのようにして起

こっているのかといったような竹林拡大の様相や

要因に関する研究も竹林拡大防止に対する有効策

を樹立する上で必要であると考える.しかし,前

述のようにまだ研究事例は少なく,具体的な方策

の構築に充分な知見は蓄積されているとはいえな

い.また,これまでの研究は九州北部以北の地域

を対象としたものがほとんどで,温暖多雨な気候

条件下にありスギ,ヒノキの育成林業の盛んな九

州南部の里山における竹林拡大については,西日

本の他の地域と同様によく観察されているにもか

かわらず,その様相とりわけ時系列的様相や要因

に関する報告はほとんどない.そこで,竹林拡大

の時系列的様相と要因,特に九州南部の里山にお

けるそれらに関する知見を得ることを目的として宮

崎県東諸県郡高岡町を対象地として研究を行った.

調査対象地の概要

高岡町は宮崎県の中央部に位置し,宮崎市に隣

接し,その中央を西から東へと大淀川が流れてい

る.総面積は14,458haで森林はそのうちの73%

を占め,森林資源構成表では竹林面積は191haで,

種類別の内訳はモウソウチク林48ha,マダケ林

14ha,その他竹林129haとなっている (宮崎県

2003).現在,高岡町では竹林拡大が問題となっ

ており,2002年度より町当局の主導の下,｢緊急

地域雇用創出特別基金事業｣の資金により不要な

竹林の除去や,竹炭化して水質浄化-利用するな

どの竹の有効利用についての試みが実施されてい

る.これらの状況から高岡町は本研究の目的に適

した地域であると判断し,調査対象地とした.

研究の方法

まず,高岡町全域について踏査を行った.その

結果,大淀川を挟んだ2地区,すなわち内山地区

と楠見地区 (Fig.1-3)の間には竹林の種類や

竹林の管理状況に差がうかがわれた.そこで,高

岡町農林振興課及び高岡町内の宮崎中央森林組合

において,また地元住民に対してこれらの両地区

の竹林についての聞き取り調査を行った.その結

莱,楠見地区にはモウソウテク林が多く,タケノ

コや竹材の生産のため集約的に管理されてきた区

域であること,これに対して内山地区の竹林はマ

ダケ,ホテイチク,ハテクなどいろいろな種類か

ら成るが,モウソウテク林は少なく,タケノコや

竹材の生産はほとんど行われてこなかったことが

わかった.このような竹林の種類や管理の違いは

時系列的変化に差をもたらしている可能性が予想

された.そこで,これらの2地区を調査区域とし

た.面積は内山地区が396.1ha,楠見地区が205.3

haであった.そして,1971年,1983年,1990年,

2001年の空中写真を用いて以下の手順で30年の間

の各時点間 (7-12年間間隔)の竹林の変化を調

べた.時系列的な変化を調べる方法としては地形

図を用いる方法もあるが (大野他 1999),その場

合は竹林箇所の判断は大まかになり,小さな竹林

は区別できないので今回は空中写真を利用した.

また,竹林の解析や計測には近年普及してきた

GIS(GeographiclnformationSystem :地理

情報システム)を用いた.

最初に,それぞれの時点における密着空中写真
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Fig.1.Locationoftheresearchareas.

Fig.2.Uchiyamaareain2001.

Fig.3.Kusumiareain2001.
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(宮崎県及び国土地理院撮影,8枚)をスキャナー

で画像ファイルにした.解像度は300dpiとした

が,1971年は同じ解像度では画質が劣るため400

dpiとした.続いて,これらのファイル及び数値

地図25,000(国土地理院発行) をGISソフ ト

(ArcView8.2)のシステムに取り込み,幾何補

正と座標の定義を行った.ここで,コントロール

ポイントは8箇所とし,座標には世界測地系を用

いた.

次に,年次 ･地区毎に座標を定義したGISシス

テム内の画像をコンピュータディスプレイ上に表

示し,その中の竹林部分をマウスでトレースし,

別々のレイヤーとして保存した.各レイヤーにつ

いても空中写真画像と同じ座標系の定義を行った.

トレースに際し,現在及び過去の竹林の位置の確

認が必要な場合及びディスプレイ上で竹林かどう

かの判断が難しい場合は2倍引き伸ばし写真,高

岡町作成の森林計画図を併用し,また現地踏査に

より空中写真と現地との照合点検を行った.続い

て,これらの各レイヤーの画像を用いて,竹林拡

大の地区全体としての時系列的様相の分析と検討

を行った.今回は,竹林の分布,竹林の数及び竹

林面積を対象とした.更に,京都府などにおける

竹林拡大の解析方法 (鳥居 1998)を参考に,実
際に拡大した竹林について拡大と立地環境要因と

の関係を以下のようにして検討した.

まず,測定した面積を基に,過去11年間 (1990

午-2001年)に拡大した竹林と拡大しなかった竹

林とに分けた.検討の対象はこのうちの拡大した

竹林とした.ただし,拡大した竹林でも2時点間

で大幅なずれがみられる場合,竹林が結合した場

合及び分離した場合については解析できないので

除外した.そしてFig.4に示すようなグリッド化

の手法 (鳥居 1998)によりディスプレイ上で立

地環境要因との関係解析を行った.まず,数値地

図25,000と1990年,2001年の竹林分布レイヤーを

オーバーレイさせ,それに40mx40mの方眼網

をかけ,竹林の拡大がみられたグリッドを拡張グ

リッド,拡大がみられなかったグリッドを非拡張

グリッドとし,各グリッドの立地環境要因を調べ

た.

今回調べた立地環境要因は起伏量,斜面形 (料

面の形状),斜面方位,樹冠疎密度である.これ

らのうち起伏量,斜面形,斜面方位は,京都府な

Non-expandedgrid
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Fig.4.Analysis of environmental factors on
bamboostandexpansionuslnggridmethod.
Rangeorthedottedline:astandin1990;
rangeofthesolidline:thestandin2001.

どでの報告 (鳥居 1998)や既往の手法 (木立

1973;渡辺 1987)に従って計測した.すなわち,
起伏量についてはグリッド内を通る等高線の数と

した.斜面形はグリッド内の等高線の形状から凸,
平衡,凹の3種類の型に分類した.斜面方位はグ

リッド内の等高線を基に傾斜方向を判断し,8万

位に分けた.一方,樹冠疎密度については拡大前

の1990年の竹林に隣接する箇所 (グリッド)の樹

冠疎密度を目視で調べた.ここでは京都府などで

の戟告 (鳥居 1998)と同様に樹冠疎密度が80%

以上の場合を ｢密｣,30%未満の場合を ｢疎｣,

密と疎の間の場合を ｢中｣とした.そして,この

ようにして得られた値について,拡張グリッドと

非拡張グリッド間の差について分割表による検定

(応用統計ハンドブック編集員会 1984)を行った.

また,地区間の差についても同じようにして検討

した.

ところで,ディスプレイ上で画像をトレースす

る際には誤差の発生が避けられない.さらに中心

投影である空中写真利用による誤差も考えられる.

そこでこれらの誤差を評価するために,30年間に

わたって変化しなかった区画を選び (各地区5箇

所),それらの画像の面積をGISで測定し,各年

次間の相対誤差率 (% :年次間の差/後の年次の

値×100)を求めた.また,2万5千分の 1地形

図上で30年間変化しなかった箇所を選び (各地区

1箇所),その面積を地形図上で測定し,数値地

図や各年次の空中写真のトレースによる同じ箇所

の画像の面積との間の相対誤差率を求めた.
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結 果

1.時系列的変化の様相

内山地区では竹林は中央部を除いてほぼ全域に

分布しており,分布域は年次の経過とともに拡大

した (Fig.5).地区全体の竹林面積はいずれも

年次の進行に従って直線的に増加 し,1971年の

3.1haが30年経った2001年には18.7haと当初の6

倍となっていた.これに対し,竹林数は1971年に

は23箇所であったが30年後の2001年には67箇所と

3倍に増加した.しかし,1990年から2001年の間

の10年間の増加数は小さかった.また,この間,

竹林には新たに出現するものに加えて消失するも

のもみられた.新たに出現した竹林数は年次が後

になるほど少なくなった (Fig.6).さらに個々

の竹林の面積についてみると,いろいろな大きさ

の竹林があり,年次が進むほど大きい面積の竹林

が増えていた (Fig.7).

一方,楠見地区では竹林は東側半分の区域に分

布し,30年間を通じて分布域の変化は小さかった

(Fig.8).地区全体の竹林面積や竹林数は,1971
年の11.8ha及び26箇所が12年経った1983年時点

では17.1ha及び36箇所といずれも増加していた

が,内山地区と異なりその後の変化は小さかった.

また,内山地区と同様,竹林については出現とと

もに消失が認められた (Fig.9).更に,個々の

竹林の面積についてみると,内山地区に比べて年

次間の差は小さく,面積の値は大きかった (Fig.

10).

Fig.5.DistributionandchangeofbamboostandsinUchiyama･
Shadedareasrepresentbamboostands.
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Fig.8.DistributionandchangeofbamboostandsinKusumi.
Shadedareasrepresentbamboostands.
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2.竹林拡大と立地環境要因

1990年から2001年の間に拡大した竹林のうち,

今回検討の対象としたものは内山地区で23箇所,

楠見地区で14箇所で,それらの1990年時点におけ

る面積は,内山地区で0.01-0.84ha (平均0.21

ha),楠見地区で0.02-0.94ha(平均0.28ha)で

あった.

地区別の拡張グリッド･非拡張グリッド数,立

地環境要因の各カテゴリ別のグリッド数をTable

lに示す.これらの値を用いて拡張グリッドと非

拡張グリッド間の差を地区,立地環境要因別に分

割表によって検定したところ (危険率5%),内

山地区では斜面方位について拡張グリッドと非拡

張グリッド間に有意差がみられ,竹林拡大との関

係がうかがわれた.斜面方位は拡張グリッドでは

北～東～南に,非拡張グリッドでは主に南～西に

かけて分布していた.しかし,他の要因について

は有意差はみられなかった.楠見地区では,起伏

量,斜面形,斜面方位,樹冠疎密度のいずれにつ

いても拡張グリッドと非拡張グリッド間に有意差

はなかった.また,どちらの地区でも樹冠疎密度

が疎のグリッドは拡張グリッドの場合だけであり,

非拡張グリッドについてはみられなかった.

次に地区間の差を拡張グリッド･非拡張グリッ

ド,立地環境要因別に分割表によって検定したと

ころ,拡張グリッドについては起伏量と斜面方位

について地区間に有意差が認められた.Table1
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Fig.10.Sizevariationofbamboostands inKusumi.
Figurerepresentsboxplots.Symbols:seetext.

に示すように,起伏量の場合,内山地域ではやや

起伏している場所-拡大していることを示す1-

2の小さい値のグリッドが多くて平地を示す0は

少なく,楠見地域では平地や中程度の起伏量の場

所へ拡大していることを示す0,1や3のグリッ

ドが多かった.また,斜面方位の場合は地区間の

差が大きく,内山地区ではいろいろな方位のグリッ

ドが多かったが,楠見地域では南が少なく,南西,

北方向-の偏りがみられた.一方,非拡張グリッ

ドでは斜面方位について地区間に有意差がみられ,

両地区とも南-南東方向が少なかった.

3.画像の トレース及び空中写真の判読誤差

相対誤差率は,地形図と数値地図からの画像に

よる面積間では内山地区では2.0%,楠見地区で

は3.1%であり差は小さかった.地形図と各年次

空中写真からの画像間では内山地区で15.4-21.4

% (平均18.3%),楠見地区では13.8-16.7%

(平均13.20/o)であった.一万, 2つの年次の空

中写真の画像間では内山地区で-4.4-4.4% (辛

均0.3%),楠見地区で-4.7-5.80/.(平均-0.3

%)であった.
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Table1.Relationshipbetweenbamboostandexpansionandenvironmentalsiteconditions.

Area Site Tfu;I?desr Reliefa) Tfu;r?de; Fisiu;eeb,Of SfuZr?desr SfirselC.ti訪 Tfu;r?de;
r
S
mbe
grld
Nu
o-

Ⅴナノ
盟

::epsanded 93(80･9%)

Uchiyama

0 3 Convex 20 N 15

1 29 Equilibrium 44 NE 12

2 41 Concave 29 E 11

3 19 SE 15

4 1 S 14

5 0 SW 10

W 10

NW 6

1

8

4

1

3

4

No11-
expanded 22(19.1%)
sites

0

l

つ

ム

3

4

5

0 Convex 4 N 3 0pen

7 Equiiibrium 9 NE 2 Moderate

9 Concave 9 E 1 Closed

4 SE 0

2 S 7

0 SW 3

W 0

NW 6

0

0
0

41

: tepsanded 59(77･6%)

0 16 Convex 6 N 12 0pen 9

1 12 Eqtlilibrium 32 NE 4 Moderate 16

2 6 Concave 21 E 2 Closed 34

3 21 SE 2

4 3 S 0

5 1 SW 9

W 10

NW 20

Noll-
expanded
sites

＼)%422ィH川ⅦLu
71

0

1

2

3

4

5
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考 察

1.時系列的変化の様相

長期にわたる竹林拡大の時系列的様相に関する

これまでの報告としては京都府南部の4地域にお

ける13-25年間隔の2-3期間 (鳥居,井鷺

1997)と大阪泉南地域の岸和田東部地区における

23年間隔の2期間 (大野他 1999)に関するもの

がある.このうち,大阪泉南地域の場合は後半の

23年間で12%程度地区の竹林面積が増加 し,京

都府南部の場合は地域や期間により異なったが,

2地区の2期間では25年間で竹林面積は最初の5

倍及び8倍に増えていた.

調査対象区域の場合,竹林面積は楠見地区では

1971年から1983年の間は増加したがその後は大き

な変化はなかった.これに対し,内山地区では30

年間の全期間を通じて明らかに竹林は拡大してお

り,地区の竹林面積の増加の値は当初の6倍で,

その億は京都南部の場合に匹敵するものであり,

九州南部でも長期間にわたって拡大している地域

があることが明らかとなった.また,内山地区の

結果は,京都府南部における状況と合わせてみる

と竹林拡大は地域によっては大きな速度で進行す
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る場合があることを示唆している.

地区の竹林面積の増加には竹林数の増大と個々

の竹林面積の増大の2つの要因が関わっている

(鳥居 1998).内山地区の場合,竹林数は明らか

に増え (30年間で3倍),また,近年ほど面積の

大きな竹林が多くなっており,これらがこの地区

の竹林面積の増加をもたらしたようである.一方,

楠見地区では1983年以降は竹林数が増えず,個々

の面積の増加も顕著でなかったため今回のように

竹林面積の増加が見られないという結果になった

ようである.

ところで,本研究における2つの地区の区分は,

研究の方法で述べたように聞き取り調査の結果に

基づいたものであり,地区間にみられた竹林管理

の違いが時系列的変化の様相に差をもたらしたの

ではないかと考えて行ったものであるが,以上の

結果をみると予想どおりのように思われる.すな

わち,内山地区で竹林数や個々の竹林面積が増え,

竹林が拡大したのは放置されていたためであり,

楠見地区で1983年以降,竹林拡大がみられなかっ

たのはタケノコ生産などの利用のために竹林が管

理されてきたことが理由として考えられる.

一方,両地区,とりわけ内山地区の竹林数の変

化については竹林の出現とともに消失もみられ,

長期間にわたって個々の竹林単位でみると出現や

消失がみられる複雑な様相を示し,竹林数の増加

は新たに竹林が増えたことだけによるものではな

く,消失を伴った結果であることが明らかとなっ

た.同様の現象は京都府などでも観察されており

(鳥居 1998),竹林拡大時における竹林動態とし

て興味深い.

ところで,宮崎県林務部及び高岡町農林振興課

において聞き取り調査を行ったところ,高岡町で

は1975年から1980年頃まで竹林改良事業が実施さ

れ,その後も当地域及び竹は特用林産新興地域及

び作目となってきたが,その内容はタケノコ生産

増大を目指した既に存在する竹林の密度管理や土

壌環境の改善であり,新たな植栽はほとんどなかっ

たことがわかった.また,宮崎県林務部の特用林

産関係資料によれば,高岡町内ではタケノコ生産

量は1990年までは増えているがそれ以降は減少し

ており,竹材生産量は1983年以降は減少傾向にあ

る (宮崎県林務部1985,1991,2003).以上から

総合的に判断すると,今回の調査区域内において

新たに出現した竹林は植栽によるものも一部考え

られるが,大半は自然拡大によるものと思われる.

なお,京都南部や大阪泉南地域の場合,分布や

拡大と地質や標高との関係が一部指摘されている

(鳥居,井鷺 1997;大野他 1999).本研究の場合,

内山地区と楠見地区の地質の大半はそれぞれ泥岩

及びシラス (奥村他 1995),標高差は概ね20-

100mであり,これらの要因との関係は竹林の分

布状況 (Fig.5,8)からは明らかではなかった.

2,竹林拡大と立地環境要因

2つの地区の拡大状況の違いから,竹林拡大に

は竹林管理の影響が推測されることを上に述べた

が,このような人為的な要因だけでなく,立地環

境要因 (立地要因や生態的要因)も竹林拡大と関

わりが考えられる (鳥居,井鷺 1997).それがど

のような関わりであるかは竹林の生態解明という

点で興味深いが,同時に竹林管理上も参考になる

と考える.京都府などの場合,実際に拡大した竹

林に対するグリッド化による方法で竹林拡大と立

地環境要因との関係が検討され,起伏量や樹冠疎

密度 (原論文は植生要因で意味は同じ),特に樹

冠疎密度との関わりがうかがわれ,隣接箇所の植

生が疎の場合に拡大しやすい傾向が認められてい

る (鳥居 1998).しかしながら,同じ方法で検討

した今回の場合,内山地区では斜面方位について

は関わりがうかがわれたが,楠見地区については

認められなかった.また,他の立地環境要因につ

いても拡大との関係は認められず,総じて立地環

境要因との関係は明確とはいえなかった.特に隣

接地の樹冠疎密度についてはそれが小さい場合に

は竹林は拡大しやすいと考えられるにもかかわら

ず,本研究の場合に竹林拡大との関係が認められ

なかったのは予想外であった.九州南部は近畿地

方に比べて温暖多雨で竹林の生育が旺盛であるた

めこのような結果がもたらされたのかもしれない.

また,解析の手法が充分でなかった可能性もある.

特に今回は比較のために京都府などの場合と同じ

サイズのグリッドとしたが,このサイズが適当で

なかったことが考えられる.さらに,拡大速度

(鳥居 1998)については検討しておらず,単にグ

リッド数の比較にとどまったことも理由として考

えられる.今後検討を行う必要がある.

一方,地区別にみると内山地区では平地への拡
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大はほとんどみられなかったが,これは地形図や

現地踏査などから推測すると当地区では平地は既

に田畑に利用されており,竹林が拡大する場所と

しては残されていなかった可能性がある.これに

対し,楠見地区では平地及びやや起伏量の大きい

場所-の拡大がみられたが,これは平地が雑地や

放棄農耕地であったため拡大余地があり,また元々

起伏量が大きかった場所に竹林が多く,それがさ

らに拡大したことによることも考えられる.一方,

斜面方位については楠見地区の拡張グリッドでは

南方向が少なかったが,これは非拡張グリッドで

も同様であることから,そもそも拡大前に南向き

の竹林が少なかったことによるのではないかと考

えられる.

このように竹林の拡大については竹林管理や立

地環境要因との関わりだけでなく,土地の利用状

況や拡大前の竹林の存在状態の違いによっても違

いが生ずることが考えられる.立地環境要因と合

わせて今後更に検討する必要がある.

3暮画像の トレース及び空中写真の判読誤差

空中写真の2つの年次間及び地形図と数値地図

による画像の面積間では誤差率は6%以下で小さ

かったが,地形図と空中写真画像の面積間の誤差

率は平均値で13.2%及び18.3%でやや大きかっ

た.このことはトレースによる誤差は小さいが,

中心投影の空中写真を用いたことによる誤差が大

きいことを示している.これらの億は京都府など

の場合 (鳥居 1998)と比較すると地形図との間

の誤差率では最大で約2.5倍であったが,空中写

真間の誤差率に関しては約半分の値であり,竹林

面積に関してはこれらの誤差を考慮しなければな

らないが,結果を左右するほどではないと考える.

しかしながら,今回は行わなかったが今後必要と

思われる拡大速度 (鳥居 1998)の検討を行う場

合のことも考慮すると,誤差率は小さい方が良く,

そのためにも使用する空中写真にはなるべくオル

ソフォトを用いるか,あるいは画像をオルソフォ

ト化して解析することが望ましい.また,本研究

ではスキャナーなどのハードウエアの制限から密

着空中写真を用いたが,特に年次が古い空中写真

の場合,竹林の判読が困難な場合があった.空中

写真と現地との照合などによる竹林の判読技術の

向上は非常に重要である.

4暮まとめと課題

以上のように,本研究により,九州南部におけ

る長期間にわたる竹林拡大の存在が明らかとなり,

竹林拡大と竹林管理との関連性が推測された.ま

た,竹林拡大と立地環境要因との関係については

まだ明らかでない点が多いものの一部の要因につ

いて関連がうかがわれるなどこれまで報告がなかっ

た九州南部における竹林拡大の時系列的変化の特

性についてその一端を明らかにすることができた.

しかしながら九州南部における竹林拡大の全体像

を明らかにするためには本研究だけでは不充分で

更に多くの事例研究の積み重ねが必要であること

は言うまでもない.また,立地環境要因の解析方

法については更に検討するとともに,本論文では

取り上げなかった土壌などの立地環境要因や大阪

泉南地域での報告 (大野他 1999)における居住

地からの距離のような社会的条件に関する要因な

どのような立地環境要因以外の要因の検討も今後

必要である.更に,空中写真上での判読が困難で

あることから今回は個々の種のレベルでの解析は

行っていないが,竹林といってもいろいろな種類

があり,種のレベルでの様相も重要かつ興味深い

問題であり,検討の価値があるように思われる.

これらに加えて,ハードウエアやソフトウエアの

整備及び利用技術の向上に努め,画像のトレース

や空中写真の判読に関する精度の向上を図る必要

がある.

要 約

竹林拡大の時系列的様相と要因,特に九州南部

の里山におけるそれらに関する知見を得ることを

目的として,竹林管理が異なっていた宮崎県東諸

県郡高岡町内の内山地区と楠見地区の2地区にお

いて,1971年,1983年,1990年,2001年の空中写

真とGISを用いて30年間にわたる竹林拡大の時系

列的変化について検討し,更に1990年～2001年の

11年間において拡大した竹林を対象に竹林拡大と

立地環境要因との関係を分析した.地区全体とし

てみた場合,内山地区では竹林面積,竹林数のい

ずれについても全期間を通じて増加し,30年後に

はそれぞれ当初の6倍及び3倍となり,竹林拡大

は明らかであった.これに対し,楠見地区では拡

大は当初の12年間を除いてみられず,竹林拡大は

地区によって差があり,竹林拡大に対する竹林管
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理の影響がうかがわれた.また,個々の竹林につ

いてみると,新たに出現する竹林とともに消失す

る竹林がみられ,複雑な様相を示すことがわかっ

た.一万,1990年から2001年の間に実際に拡大し

た竹林について検討したところ,竹林拡大と立地

環境要因との関係については,内山地区において

斜面方位については関係がうかがわれたが,楠見

地区及びその他の要因については明らかではなかっ

た.

キーワード:竹林拡大,竹林整備,竹材利用,

里山景観,GIS,
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